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L 　 は じめ に

　 こ の 度、大変権威 の ある こ の 学会に お い て 「都

市情報シ ス テ ム 貢 献賞」なる賞を受け る こ とに な

っ た こ とは 、 逗 子市に と っ て 誠に名誉な こ とで あ

り、喜 ば しい こ とで あ る と ともに 、今後 の 本市に

お け る情報政策の 大 きな励み に なる もの で あ りま

す。

　逗 予市は神奈川 県の 東南部、三 浦半 島の 入 り口

に位置 し、昭和 29年 4 月15日、全国で 384番 目の 市

と して 誕生 し ました 。 東京か ら50キ ロ 圏内にあ り、

北 は鎌倉 市 と横浜市、南は葉 山町、東は横須賀市

に接 し、西は相模湾 に 面 し、人口 5 万 7 千 人 、面

積 17．34平方 キ ロ の 小 さなまちであ ります。

　 こ の ま ち の コ ン ピ ュ
ー

タ シ ス テ ム が 最近非常 に

面 白 い と の 評 判 を い た だ い て い ますが 、それ は

1991年 （平成 3年 〉か ら運用 し始め た新電算 シ ス

テ ム が 今はや りの 言葉 で もある「ネ オ ダ マ 」、すな

わ ち 、 ネ ッ トワ ー ク、オ ープ ン シ ス テ ム 、ダ ウ ン

サ イジ ン グ 、
マ ル チ メ デ ィ ア の 各要素 を取 り入 れ

た もの に な っ て い るか ら で あ ろ うと思 い ます。そ

れ では 以下、具体 的に シ ス テ ム 構築 ま で の 経 過 や

そ の 概要 を紹介 させ て い た だ きます ，

2． 新 電算 シ ス テム 開発の 経緯

本市に お け る コ ン ピ ュ
ー

タ の利用 は 1966年 （昭
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和 41年）の 市税計算 の 委託 が最初で あ っ た 。その

後、給与計算、下水道使 用料 、国民年金、国民健

康保険等の 業務 を順次委託 して きた。1983年 （昭

和 58年）に は こ れ まで の バ ッ チ委託処 理 に 加 えて 、

庁 内に オ フ コ ン を設 置 して直接職 員が 入 出力 を行

うオ ン ライ ン 委託処理 を導入 した 。

　 こ の シ ス テム は パ
ッ ケ ー ジ ソ フ トを使 い

、 窓口

で の 各種証 明書発行業務 をオ ン ライ ン 化 し 、 納税

通知書作成等は委 託先計 算セ ン ターで バ
ッ チ処 理

す る とい うもの で あ っ た。こ の 時に 初め て 市役所

内に コ ン ピ ュ
ータが導入 され た こ とに な っ た の だ

が、シ ス テム の 開発、保 守 は委託 であ るため、職

員は電源 ス イ ッ チの オ ン 、オ フ以外は触 る こ とが

許され なか っ た。ち ょ うど こ の 時か ら コ ン ピ ュ
ー

タの 担当 を任ぜ られ た私 は、せ っ か く目の 前 に あ

る マ シ ン を触 る こ とすらで きない とは何 の た め の

導入か 、 と不満 を持 っ て い た と こ ろで あ っ たが 、

2年後 の 1985年に 思わ ぬ 援 軍が 現 わ れ た。そ れは

市が 委託 した行財政診断で あ っ た 。 こ の 報告書の

電算の 項 目に は次 の ように 記述 されて い た の で あ

る。

　 「電算利用が 特定の 業務 の ため の 計算機で あ っ

た 時代は すで に 過去 の もの とな りつ つ あり、今後

は政策支援 、情報公開、地 域 内情報サ
ー

ビ ス 、等

の 高度情報化社会実現 の た め の 中核 と して 利 用 さ

れ る こ とが確実 で あ る。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Association for Social Informatics

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　for 　Sooial 　工nformatios

　こ の ような 中長期 の 電算利用 形 態を考え る と、

現在市で と られ て い る機器借 り上げ 、 処理 業務委

託、と い う形態に は か な りの 不 自由 さが つ きまと

い 、電算 の 高度利用 に致命的なネ ッ ク と なる恐 れ

が ある。

　 （中略）

　大部分 の 処 理 を委託 に た よ る こ とは庁内に 人材

とノ ウ ハ ウ を蓄積する うえで も大変不利で ある 。

一方 で行政組織が 政 策 ニ ーズ の 高度化、ソ フ ト化

に対応 で きる能力 を開発す る必要が ある こ と を唱

えなが ら、他 方で高度に専 門的な ノ ウ ハ ウは常 に

外部 に依 存す る の では、行政 の 専 門家と して の 能

力開発が 十分 に で きな くな る 。 」

　 こ の よ うに 報告書 で は 暗に委託処 理 よ りも自己

導入に切 り替 えるべ きで ある と述べ て お り、以後

様 々 な形で 同様 の 報告が なされた 。また全 国 自治

体 の 動 向 も1988年 （昭和 63年）を境 に 自己導入団

体 の 方が 上 回 り、神奈川 県内で は 19市 中．自己導

入 して い な い の は 逗子市だ け と い う状 況 に な っ て

い た 。

　 こ うした 中、逗 子市 もや っ と目を覚 ま し、電子

計算 シ ス テ ム 等推進 委員会 を組 織 し、平成元年 に

は新 しい 電算 シ ス テ ム を自己 導入 型 で 構築 し よ う

との 意思 を固めた 。

3， 導入 の 条件 と方法

　電子計算 シ ス テ ム 等推進委貝会 では、導入 に あ

た っ て 次の 条件に 留意す べ きと した 。

　（1） 統合 ネ ッ トワー ク シ ス テ ム

　各施設 （公民館 、図書館等） と も物理 的に ネ ッ

トワ
ー

ク化 し、す べ て の シ ス テ ム が相互 に利用 可

能にする 。

　（2） RDB

　 わか りや す い DB の 構築。

　（3） 主管課主体

　 コ ン ピ ュ
ータ化 を図 る場合 に は 主管課が 主 で あ

り、電算部 門は従 の 関係にす る n また データの セ

キ ュ リテ ィ も主管課 の 責任 とす る。
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　（4） 少人数運用

　電算職 員 は極力少 な くする 。そ の た め に は 第 4

世 代言語あ る い は それ に類す る言 語が使用 可能 な

もの とす る 。

　  　簡単 な操作

　 ア プ リケ ーシ ョ ン に よっ て 操作が 変わ るこ とな

く、誰 で もが簡単 に操作 で きる ス テーシ ョ ン を用

意する 。

　  　個 人 レ ベ ル で の 活用

　電算化 で はな く、 OA 化 を図 る と い う見地 か ら

ダム 端末 で は な く、パ ソ コ ン を主体 に し、個 人 の

電子文房具的活用 を図 る。

　 こ れ ら 6 つ の 条件 で注 目す べ き点は、当時分 散

処 理 、ダ ウ ン サ イジ ン グと い う言葉が まだ マ ス コ

ミ に大 き く紹 介され る前で あ りな が ら、こ れ らの

考 え方 を取 り入 れ て い た こ とで あ る。「主 管課 主

体」 とは運用管理 上か ら分散化に 結び つ くもの で

あ り．「個 人 レ ベ ル で の 活用」は パ ソ コ ン をクライ

ア ン トと して意識 し、 こ れ らをシ ス テ ム 化す る た

め の もの が 「統合 ネ ッ トワ
ー

ク シ ス テ ム 」 とい う

こ と で ある 。

　 と こ ろ で 、市町村 の 電算 シ ス テ ム は
一

般に 住民

情報、内部 情報、地域情報の 3 つ の 分野が あ る と

い わ れて い る 。

　住 民情報は転 出、転 入等 の 住民異動や 税務 、 国

民健康保 険、国民年金等住民
一

人
一

人 の 情報 を管

理 して い る もの で、ほ とん どの 自治体 が 80年代 に

導入 した シ ス テ ム で ある。内部情報は給 与、財務

会 計 、 文 書検 索な ど庶務的 な事務 をシ ス テ ム 化 し

た もの で 、90年代に取 り組 む 中心 的 な シ ス テ ム と

い われて い る 。 最後の 地 域情報は住民 自身が 直接

利用す る シ ス テム で パ ソ コ ン 通信、図書館 シ ス テ

ム などが ある。

　 本市 も前述の とお り83年 よ り住 民情報の 導入 を

図 っ たわ け だが 、当時の 電算職 員 は わずか 3名、

こ れ で 自己導入 に切 り替え る こ とは不可 能で ある

こ と は 明 白で あ っ た。しか も行革の 嵐が 吹 き荒 れ

職員増は 見込め ず、近隣の 市町 はすで に 内部情報
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に 取 り掛 か っ て い る と い う状況で あ っ た 、

　 そ こ で 私達 は 100万 ス テ ッ プ 以上 ある と い う重

た い 住 民情報 は とりあえず現状 の まま委 託で 運用

す る こ と と し、何 よ りも最初 に着手 した の は 「統

合 ネ ッ トワ ー
ク シ ス テ ム 」実現 の た め の LAN を

敷設 し て 次 世 代 の コ ン ピ ュ
ータ シ ス テ ム に も耐 え

うる情報基 盤 整 備 を進め る こ と に した 。そ の 上 で

比 較的軽 く、取 ワ組み 易 い と思われ る内部 情報 を

自己導入 型 シ ス テ ム と して 着手 した の で あ る 。

4 ． LAN の 概 要

　 1990年 （平成 2 年）に 施工 した ロ ー
カ ル

・エ リ

ア
・ネ ッ トワ ー クの概要 は次の とお り。

　（1＞ 基幹 LAN

　図 1 の とお り本庁舎 の ネ ッ トワ
ー

クシ ス テ ム の

基 幹を な して い る の が光 ネ ッ トワ
ー

ク装置 （リ ン

グ ・ネ ッ トワ ー
ク ・ユ ニ ッ トLX − 5610）で あ る 。

こ の ユ ニ ッ トは 2 台設 置 して あ り、ど ち らか 他方

が故障し て も残る 1 台 で ネ ッ トワ ーク機能が 維持

され る 仕 組 み に な っ て い る。光 ケ ーブ ル は 100

Mbps の 高速通信 を可能に す る が 、逗子 市の 規 模

だ と庁舎全体 に ル
ープ状に敷設する必 要 は な く、

電 算室に 僅か 1 メ ー
トル 程 度 の 長 さ で 充分 で あ

る 。

　（2） 支線 LAN

　光 ケーブ ル か ら 6 本 の イーサーネ ッ トケ
ーブ ル

10E （1〔旧 ASE5 ）を庁舎各階 の 天井裏に敷設 し、

さ らに イー
サ

ーネ ッ ト10C （10BASE2 ）、あ る い は

イーサ ーネ ッ ト10T （10BASET ）をフ ロ ア
ー

ダ ク

トに 敷設 し、全体 と して バ ス 型 LAN で構築 して

ある 。

　〔3） WAN
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本庁舎
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　図 2 の よ うに 出先機関とは専用 回線で は な く、

高速性 を確保す べ く ISDN （INS ネ ッ ト64）囘線

を使 い 、ル
ー

タ
ー

で ゲ ー トウ ェ イを行 い なが らパ

ソ コ ン と接 続 し、小規模 なが らもワ イ ド・エ リア ・

ネ ッ トワー クを構築 して あ る。

　（4） 接続機器

　LAN 上 に接 続 し て あ る機器 は 93年現在 次 の と

お り で あ る 。

　住民情報 系

　 オ フ コ ン

　端末機

　 パ ソ コ ン

　プ リン タ
ー

　 FD 装 置

　ス キ ャ ナ
ー

内部 情報 系 （本庁舎）

　サ ーバ ー

ム

凵

　

ム

ロ

　

ム

冂

　

ム
ロ

　

ム

ロ

　

ム

ロ

ー

3121991

3台
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　 パ ソ コ ン

　プ リン ター

　 ス キ ャ ナ
ー

内部情報系 （出先機関）

　 パ ソ コ ン

　プ リ ン タ
ー

5． 財務会計 シ ス テ ム

63台

27台

1 台

台
　
台

12
　
12

　財務会 計シ ス テ ム は、内部情報の うち中核 を占

め る もの で あ り、す べ て の 部署が 日々 使 うため 、

コ ン ピ ュ
ー

タの 威 力 を全職員に 知 らしめ る た め に

は もっ とも効果的な シ ス テ ム で ある。

　こ の 設計に あた っ て は 「簡単 な操作」をさ らに

具体 的に す る た め、次 の よ うに 条件設 定 を した。

　11） キー
ボ
ー ドを極 力使用 しな い

　 コ ン ピ ュ
ー

タ拒否症 と い われ る 人達は 、そ もそ

も コ マ ン ドが 覚 え られ な い こ とや 、ブ ライ ン ドタ

、ソ千 で
・
テ
“一 ク 左 入 十了で

’
菱 オ广 い

｝
｝ め§一卜 菟 ナ广 「百「知 ナi厂

　　　
’
　　　　

、
　　　
”

　　　　L−　’　　▼／　」　　　
、
　　L 　　　o 　　　　　　

｝
　　一　　

．v
　　／ 　、　L 　　　e 　　

”♂　噛　H 　
「
　
一

ろ うと思 われ る。従 っ て
、

コ マ ン ド入 力が 必要な

く、ほ とん ど の 操 作が マ ウ ス で で きる ようにす る 。

　  　マ ニ ュ ア ル 書が ない

　 マ ニ ュ ア ル 書 と い うもの は読ん で もわ か らな い

もの と相場が 決 まっ て お り、逆に い ち い ち マ ニ ュ

ア ル 書 を見なければ ならな い よ うで は手書き の 方

が 速 い と言われ て しま う。

　（3｝ コ
ー

ドブ ッ ク表が な い

　例 えば 「逗 子市役所 」を 「13579246」など と全

く意味の な い コ ー ドで表現す る こ とは、人 間が コ

ン ピ ュ
ー

タに合 わ せ る と い うコ ン ピ ュ
ー

タ中心思

想で あ り、非人 問的 である。 コ ン ピ ュ
ー

タ拒 否 症

の 人達 は こ ん な こ と も原 因 の 1っ か も知 れ な い 。

　（4） ゲ
ー

ム の ような楽 しさ

　OA 機器 を使 っ て 仕事 をす る とテ ク ノ ス トレ ス

とい われ るような現代病 にか か っ て しまう心配が

ある。しか しコ ン ピ ュ
ー

タゲ
ー

ム を して い る子 供

た ちに は ス トレ ス が溜 まる とい うよ うな こ とは あ

ま り聞か な い 。従 っ て 、遊 び感覚 の 楽 しい シ ス テ

ム を提 供 すれ ば い い わ け で 、また その 方が 能率 も
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上 が る と思わ れ る。

　以上 の 条件 の もと で 画面 設 計を行 っ た が 、ど の

よ うな 「作品1 に な っ た か を紹介しよう。作 品名

は 「商人 ・あ きん ど」 と名付け、汀戸時代の 老舗

「ずしや 」が 次 の ように 展開する の で あ る。

　　　　　　　　　　 開始

　　　　　　　　　　　 ↓

　 音楽が鳴 り 「ずしや 」が現われ る （図 3）

　　　　　　　　　　　 ↓

　の れ ん をク リ ッ ク して 店 の 中に 入る （図 4 ）

　　　　　　　　　　　 ↓

　　 歳出の 問 の 業務名を選択する （図 4）

　　　　　　　　　　　 ↓

　　　 看板が 出て年度指定する （図 5）

　　　　　　　　　　　 ↓

　　　　 予算科 目名 を選択す る （図 6 ）

　　　　　　　　　　　 ↓

　　　 伝票画 而 で金額等を 入 力 （図 7 ）

　 　　　 　　 　　 　　 　 ↓

　　　 印刷 ボ タ ン をク リ ッ クする （図 7 ）

　　　　店 。 中 。 酣 1戻 、 、。 、，

　　　　　　　　　　　 ↓

　　　　 出 口 を ク リ ッ クす る （図 4 ）

　　　　　　　　　　　 ↓

　 　　　 　　 　　 　　 終 f

図 3
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　す べ て の 画 面に 共 通 して い る の が GUI の 重視

で あ り、わ か りや す くな っ て い る。 しか もマ ウ ス

で 操作で き る よ うに 設計 して あ る た め 、「キーボ
ー

ドを極力使用 しな い 」あ る い は 「マ ニ ュ ア ル 書が

な い 」 を実現 させ て い る 。

　図 6 の よ うに科 目 コ
ー

ドを入力せ ず に科 目名を

選択 す るよ うに して あるの は 「コ ー ドブ ッ ク表が

な い 」に 当た る。

　図 3 の 画面 は四季 に よ っ て変 わ り、夏は の き下

に 風鈴 が ぶ ら下 が り 、 秋 は赤 トン ボや 渡 り鳥が 飛

び 、冬は 雪景 色 とな り、 春は 雪解け とな っ て まる

で ゲ ー
ム を して い る よ うな感覚 で 操作 し、か つ 感

性 を味わ うこ とが で きる ようにな っ て い る 。 また

こ の 画面に は裏口 が 用 意 され、間違 えた と きに は

こ こ か ら こ っ そ り入 っ て修正 をして もらうわけ な

の だ が 、入 っ たその 瞬間に女子 高校生に 「ウ ッ ソ

ー
」「ヤ ダ ァ

ー」と叫ばれ て しまい 、まわ O の 職員

や上 司 に 「あ い つ 、また 間違 えた の か 」 とわか っ

て しま う。江戸時代 の 老舗 と現代の 女子高校生 と

の ミ ス マ ッ チ もま た面 白い と こ ろだ ろう。

6． 内部情報シ ス テ ム の 構 成

　図 1 で示 した ように 内部情報 シ ス テ ム は、本庁

舎お よび 出先機関の 合計75台の パ ソ コ ン クラ イア

ン トと 3 台 の UNIX サ ーバ ーをイーサ ーネ ッ ト

と FDDI に よ る TCP ／ IP ネ ッ トワ ー
ク で 結 ん

58

で ある。 ク ライア ン トは マ ッ キ ン ト ッ シ ュ SE30

を、サーバ ーは AS4470GX 、
　AS4370GX 、

　HP9000

／847S を使用 して い る。

　 3 台 の サ
ーバ ー

に は SYBASE 　 VerN4 ，9 （RD −

BMS ）が イ ン ス トー ル され て い る が 、こ れは マ ッ

キ ン トッ シ ュ の ソ フ ト HyperCard をフ ロ ン トエ

ン ドに 使 う た め の リ ン ク ツ
ー

ル HyperDB

Libraryが 用意 されて い るた め採 用 した もの で あ

り、こ の ツール の お か げ で C 言語等の 開発言語 を

使 わず に、HyperCard の ス ク リプ ト言語 Hyper −

Talk 上 に SQL を組 み込 み なが らシ ス テ ム を開

発す る こ とが 可能 とな っ て い る。

　 ク ライア ン トに は 同 時に OA 機 器 と して の パ

ソ コ ン 利用 を図 るため 、ワ
ープ ロ 、DTP 、表計算、

簡易データベ ー
ス 、電子 メー

ル 、 リモ ー トコ ン ト

ロ
ー

ル の 各 ソ フ トを搭載 して ある。

7． 運 用 管理 か ら情報政 策 へ

　新電算 シ ス テ ム の 特徴 を挙 げ る とすれ ば分散運

用 （住民情報 シ ス テ ム を委託運用 し、内部情報 シ

ス テ ム を自己運 用 して い る こ と をい う）と サ ーバ

ー／ クライア ン トモ デ ル で あるが、 2 年あま りこ

れ らを運用 した現在、行政 の 情報処 理 とは ど うあ

る べ きか と い う問題 に 改め て直面 した 。 とい うの

も一般 的市町 村 の 行 政情報 シ ス．テム の 取 り組 み

は 、 本市も目指 して い た ように情報処理技術の 蓄

積 ＝ 行 政能力 、 個 人情報の 漏洩及び ブ ラ ッ クボ ッ

クス 化防止 ＝ 自己導入 であ る と思 うが、これ が全

く逆 の 方向、つ ま り、電算運用 の ス リム 化 、外部

委託 の 推進 と い う考 えに 変わ っ て しま っ た 。 そ の

理 由 は次 の 要 因に よる もの で ある。

　（D　脱言語、脱開発

　行 政情 報 シ ス テ ム は COBOL 言語 で 開発 され

た もの が ほ とん ど で あ ワ、優秀な プ m グラマ
ーを

育成す る の に 多 くの 時間 と費用 を費や して きた。

し か し、逗 子 市 の 内部 情 報 シ ス テ ム は 簡 易 な

HyperTalk を使 用 し、画面設計 に い た っ て は ノ

ン ・プ ロ グラ ミ ン グで ある。また最近 の パ ソ コ ン
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ソ フ トは最 初か らネ ッ トワ ー ク対応に な っ て お

り、今 後導入 され て い くだ ろ うス ケ ジ ュ
ー

ル 管理

等 は こ れ ら市 販 ソ フ トで十分 で あり、 自前で 開発

しなければ な らな い 理 由は 見当た らな い 。

　  　情報資源 の 有効利用

　RDB の 場合、ス キ
ー

マ 定義だけ押 さえて お けば

SQL 言語 数行 の 記述 で あ らゆ るデー タが 検 索で

きる 。 しか もサ ーバ ー／ ク ライア ン トモ デ ル では

パ ソ コ ン か らサ ーバ ーの デ
ー

タを検 索 し、表計算

ソ フ トで加工 が で きる こ とか ら、使用 頻度の 少 な

い 帳票は あ らか じめ シ ス テ ム に組み入 れ て お く必

要が な く、全体 と して シ ス テ ム を軽 くで きる。ま

た こ の 手段 を手中に 収め て しまうと、シ ス テ ム の

開発提供 よ りも利用 に 重点が お か れ、結果的 にプ

ロ グラム 上 の ロ ジ ッ クが ど うな っ て い る の か は問

題で は な くな っ て しま う。

　（3） ラ イ ト感覚利用

　「漫画 チ ッ クな市内公共施設紹介 シ ス テ ム 」、「写

真画像 に よる 同期職員紹 介シ ス テ ム 」、
こ れ が 昨年

と今年 に 新人職 員 に 作成 を命 じた最初の 仕事 であ

っ た。通 常新人職貝 は コ ン ピ ュ
ー

タ入 門か らプ ロ

グ ラ ミン グ初 級、シ ス テ ム 開発等 と
一

連の 研修 を

させ る の が
一

般的で ある が 、逗子市では パ ソ コ ン

を与え、 まず絵 を書 くこ とか らトレ
ー

ニ ン グさせ

て い る。 こ うした訓練に よ り、 彼らは コ ン ピ ュ
ー

タ を計算機 で は な く、 自己表現の 道具 とい う感覚

で使 い 始め 、 思 い も寄 らな い こ とをパ ソ コ ン で表

現 しは じめ る 。 彼 らの 「作 品」を見て い る と、今

後は ス ピー ドや効率 性 よ りもマ ン
・

マ シ ン
・
イ ン

タ
ーフ ェ イ ス が シ ス テ ム の 善 し悪 し を左右する こ

とに なる の で は な い か と想像させ られ る 。 特に 市

民が直接利用 する地 域情報 シ ス テ ム の 分野 で はな

お さ ら で ある、

　以上 3 つ の 要 因か ら導 きだ された 結果は、情報

処理技術 よ りも情報処理 企画で はな い か と い うこ

とで ある。  自治情報セ ン タ
ー

の 報告に よれ ば、

「今 日の 自治体情報シ ス テ ム は 巨大化 ・複雑化が

進行 して きた こ とに よ り、 技術知識低下、品質低

下 、
コ ス ト増大等の 問題 に悩 まされて い る」 とあ

り、 そろそ ろ汎用機 集中型 シ ス テム の 限界が 見 え

始め て い る 。 住民情報か ら内部情報 さ らに 地域情

報 と展開 して い くなか で既存 の シ ス テ ム をス リム

化 し、入にや さ しい 先端シ ス テ ム に 取 り組み、住

民が 等 し く情報化社会 を享受で きるよう政策立 案

して い く こ とが今 後の 自治体 の 情報処理部門の と

るべ き方 向で もあろ うと考えて い る。

8．　 お わ りに

　逗 子市 が構築 した シ ス テ ム は素人 的発 想 の こ だ

わ りだ っ た 。1936年 チ ャ
ー

ル ズ ・チ ャ ッ プ U ン が

制作 した 映画 「モ ダ ン
・タイ ム ズ 」で は毎 日機械

に 使わ れて い る人間 をユ
ー

モ ア た っ ぷ りに 皮肉 っ

て い た が
、 汎 用機中心 の 集中型 コ ン ピ ュ

ー
タシ ス

テ ム は こ れ と何ら変わ らな い と思 っ て い た 。 従 っ

て、人間臭 さを感 じるシ ス テム 、さらに 簡単に楽

しく仕事 を進め る に は ど うすれ ば い い の か とい う

アプ ロ ーチ をした の で ある。 しか し
一

見常識的 と

思 われ る こ の 考 えに、当初 は何 を馬 鹿な こ とを言

っ て い る の か と コ ン ピ ュ
ー

タ業界の 人達か らは相

手 に して もらえなか っ た の が 事実で ある 。 けれ ど

も当時私達 は新 しい 思想の パ ソ コ ン 出現、ダウ ン

サ イジ ン グの 潮流 を知 っ て お り、で きない の で は

な く、や らな い だ けであ る と判 断 し、こ だ わ り通

して きた の で あ っ た 。

　最後に 、あ ま り前例の な い 逗 子市の シ ス テ ム 構

築に かか わ り、苦労 を共に して きた 多 くの 企 業の

方々 、そ して 精神的 な支 え と的確 なア ドバ イス を

して い た だ い た市民の 皆様に こ の 場 を借 りて厚 く

お礼 を申し上げ る次第 であ る 。
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